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「小学部５年生 宿泊体験学習を振り返って」

去る 11月 14日（木）、15日（金）の一泊二日、
小学部 5年生が宿泊体験学習で中山・珠海へ行っ
てきました。天候にも恵まれ、また、児童が自分

たちで立てた約束事をしっかり守り、大きな病気

や怪我もなく楽しく実り多い体験ができました。

右の写真は、主な見学（体験）場所です。ガイ

ドの説明をしっかりと聞きながらメモを取ったり、

質問をしたりと積極的に活動に参加していました。

特に、実行委員や班長のがんばりが見られ、こ

れ ＜孫中山故居見学＞

からの学校での学習活動がとても楽しみです。頑

張ってください。少ないですが各クラスの感想を

紹介します。

＜５年１組＞

○自分はこの宿泊学習でたくさんのことを学びま

した。学びながらとても楽しく行動したので、

終わってしまい少し残念な気持ちもあります。

でも、しっかり自分のめあて、班のめあて、そ ＜真剣に話を聞く５年生＞

して学年のめあては達成できたと思います。こ

の体験を機に、またこれからに生かそうと思い

ます。（尾嶋奏亮さん）

○私はこの宿泊体験で中国のことをいろいろ学べ

たし、昔の歴史など知ることができたので、と

てもいい経験だと思っています。中でも一番中

国のことを知れたのは、孫文の家や住んでいた

町があるところです。中国の有名な人なので、

家などを見れたことがうれしかったです。町で

は病院などいろいろ昔のことを知れたので良かっ ＜ KIRINビール工場＞
たと思いました。他のところもいろいろ中国の

文化などを知れたのですごく楽しかったし、友

達ともお泊まりできたので、仲ももっと深まっ

たし、中国のことをいろいろ知れたのでいい体

験でした。（久野紗玖さん）

○初めて宿泊研修をして、楽しかったことも学ん

だこともたくさんありました。まず、学んだこ

とは「ルールを守る」ということです。いろい
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ろな所に行く時、列が乱れてしまったり、大きな声で話してしまったのが反省点

だと思います。来年の修学旅行はこの反省点をしっかり直そうと思います。これ

らは自分で気をつけることなので、しっかり意識してすごそうと思います。楽し

かったことは一日目の夜ごはんです。たくさんの友だちとしゃべったり、ごはん

を完食できたのでとてもうれしかったです。もっと宿泊研修があったらいいなと

思いました。（梅野亜紗さん）

＜５年２組＞

○宿泊体験学習を終えて、やはり集団行動は難し

いと思った。そして、たくさんの事を学ぶこと

が出来た。孫中山故居では孫文の住んでいた村

や孫文の歴史なども知ることが出来た。KIRIN
ビール工場では、会社の歴史、目標、ビールの

作り方などたくさんのことを学べた。農園見学

では、虫を近寄らせない工夫もしていてすごい

と思った。ビスケット作り体験では、ビスケッ

トの作り方や昔のお酒屋さんの様子などが分か

った。これらのことをこれからの生活に生かし ＜果樹園でのミカン狩り＞

て今よりも、もっとよよい学校生活を送りたい

と思った。（遠藤穂果さん）

○学習を終えて、私はめあてを達成できたと思う。

まず、「自分で考え、行動する」という点では、

いつも話し出すと周りの注意も分からなくなっ

てしまうのに、今回は自分で気付いて静かに行

動が出来たからだ。そして、「他国の文化にふれ

あう」という点では、いつもより、多くのメモ

を取ることが出来たし、メモやまとめを進んで

書くことが出来たからだ。来年は修学旅行がある。 ＜クッキー作り体験＞

今回の良かったところと反省点を生かして、来年

にのぞみたい。（青木紫乃さん）

○今回は、孫文の歴史や中山の自然、特産などを

学んだ。また、学年のレク大会やホテルでのフ

リータイムなど、宿泊体験学習ならではの楽し

みもあった。良かったところもあったが、やは

りメリハリなどの悪かった所の方が多かった。

それを来年の修学旅行に活かせたら良いなと思

った。来年は、日本に帰っても、中国に残って

も、修学旅行で学んだことと楽しんだことを増

やしたい。（芦田聖奈さん）

いかがでしょうか。全員の感想は各クラスの学級通信で紹介されていると思いま

すが、ご家庭でも再度話題にしていただけると幸いです。

あと４カ月で５年生は最上級生となります。６年での修学旅行では皆さんの良い

ところを伸ばし、反省点が改善され、さらに成長した姿を見るのが今から楽しみで

す。日常の生活でも「ルールやマナーを守ること」や「５分前行動」などを実践し、

これからも楽しい学校生活を送ってください。


